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協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

協

賛

広

告

有

難

う

ご

ざ

い

ま

す

！

２

０

２

２

年

版

の

国

家

安

全

保

障

戦

略

に

お

い

て

、

「

我

が

国

へ

の

侵

攻

を

抑

止

す

る

上

で

鍵

と

な

る

の

は

、

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

等

を

活

用

し

た

反

撃

能

力

で

あ

る

」

と

明

記

さ

れ

ま

し

た

。

つ

ま

り

、

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

は

我

が

国

へ

侵

攻

す

る

艦

艇

及

び

上

陸

部

隊

等

に

対

し

、

相

手

の

脅

威

圏

外

か

ら

対

処

す

る

た

め

の

反

撃

力

の

一

部

と

し

て

位

置

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

相

手

の

脅

威

圏

外

か

ら

早

期

か

つ

遠

方

で

侵

攻

部

隊

等

を

排

除

す

る

と

い

う

考

え

方

は

理

論

上

当

然

と

も

言

え

ま

す

が

、

専

守

防

衛

政

策

を

基

本

と

す

る

我

が

国

に

お

い

て

は

、

長

距

離

攻

撃

能

力

の

保

有

を

自

制

し

、

こ

れ

ま

で

は

米

軍

の

役

割

と

整

理

し

て

き

ま

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

近

年

の

北

朝

鮮

の

ミ

サ

イ

ル

の

長

距

離

化

・

高

性

能

化

、

中

国

の

軍

事

的

拡

張

、

そ

し

て

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

な

ど

の

世

界

情

勢

の

大

き

な

変

化

を

受

け

、

我

が

国

も

こ

れ

ら

の

脅

威

に

適

切

に

対

応

す

る

た

め

の

反

撃

能

力

の

必

要

性

が

認

識

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

一

環

と

し

て

、

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

が

整

備

さ

れ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

具

体

的

に

は

、

国

産

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

・

ミ

サ

イ

ル

の

取

得

、

外

国

製

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

・

ミ

サ

イ

ル

の

導

入

、

そ

し

て

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

の

実

効

性

確

保

の

た

め

に

必

要

な

目

標

情

報

の

収

集

を

行

う

衛

星

コ

ン

ス

テ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

構

築

な

ど

の

取

組

な

ど

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

国

内

開

発

で

は

、

①

12

式

地

対

艦

誘

導

弾

能

力

向

上

型

：

従

来

は

対

艦

用

で

あ

っ

た

誘

導

弾

の

射

程

を

延

伸

し

、

艦

載

型

・

空

中

発

射

型

・

地

上

発

射

型

に

対

応

、

②

島

嶼

防

衛

用

高

速

滑

空

弾

：

高

速

か

つ

変

則

的

な

軌

道

で

迎

撃

が

困

難

で

、

遠

距

離

か

ら

攻

撃

可

能

な

装

備

、

③

極

超

音

速

誘

導

弾

：

極

超

音

速

で

飛

翔

す

る

突

破

力

を

有

す

る

次

世

代

誘

導

弾

へ

の

取

組

な

ど

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

海

外

装

備

の

導

入

と

し

て

、

①

イ

ー

ジ

ス

艦

に

搭

載

さ

れ

る

ト

マ

ホ

ー

ク

巡

航

ミ

サ

イ

ル

、

②

Ｆ

３

５

Ａ

に

搭

載

さ

れ

る

Ｊ

Ｓ

Ｍ

（J
o
i
n
t

S
t
r
i
k
e

M
i

s
s
i
l
e

）

、

③

Ｆ

１

５

能

力

向

上

機

に

搭

載

さ

れ

る

Ｊ

Ａ

Ｓ

Ｓ

Ｍ

（J
o
i
n
t

A
i
r

-

t
o

-

S
u
r
f
a
c
e

S
t
a
n
d

-

O
f

f
M
i
s
s
i
l
e

）

な

ど

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

を

活

用

し

た

反

撃

能

力

を

真

に

発

揮

す

る

た

め

に

は

、

単

に

長

距

離

の

誘

導

弾

を

保

有

す

る

こ

と

だ

け

で

は

不

十

分

で

す

。

（

移

動

）

目

標

情

報

の

収

集

・

識

別

機

能

（

衛

星

コ

ン

ス

テ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

活

用

）

、

作

戦

計

画

の

立

案

機

能

、

指

揮

統

制

・

通

信

機

能

、

精

密

誘

導

機

能

、

成

果

判

定

に

基

づ

く

再

攻

撃

判

断

機

能

、

そ

し

て

サ

イ

バ

ー

・

電

子

戦

機

能

と

と

も

に

継

続

的

な

戦

力

運

用

を

可

能

と

す

る

整

備

維

持

・

後

方

支

援

機

能

な

ど

の

一

連

の

総

合

的

な

体

制

の

確

立

が

必

要

と

さ

れ

ま

す

。

ま

た

、

こ

れ

ら

の

装

備

は

陸

上

自

衛

隊

、

海

上

自

衛

隊

、

航

空

自

衛

隊

が

保

有

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

が

、

運

用

に

際

し

て

は

陸

・

海

・

空

の

み

な

ら

ず

電

磁

波

、

サ

イ

バ

ー

、

宇

宙

と

い

っ

た

全

領

域

横

断

的

な

統

合

作

戦

能

力

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

そ

の

作

戦

運

用

の

中

核

を

担

う

の

が

、

本

年

３

月

に

発

足

し

た

統

合

作

戦

司

令

部

で

す

。

今

後

よ

り

一

層

複

雑

化

す

る

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

に

お

い

て

、

我

が

国

は

同

盟

国

と

と

も

に

同

志

国

と

の

連

携

を

一

層

深

め

、

地

域

の

平

和

と

安

定

、

そ

し

て

抑

止

に

万

全

を

期

す

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

こ

の

た

め

に

も

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

当

た

っ

て

重

視

さ

れ

る

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

の

着

実

な

整

備

が

必

要

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

２

０

２

２

年

版

の

国

家

安

全

保

障

戦

略

に

お

い

て
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「

我

が

国

へ

の

侵

攻

を

抑

止

す

る

上

で

鍵

と

な

る

の

は

、

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

等

を

活

用

し

た

反

撃

能

力

で

あ

る

」

と

明

記

さ

れ

ま

し

た
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つ

ま

り
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ス

タ
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ド
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オ

フ

防

衛

能

力

は

我

が

国

へ

侵

攻

す

る

艦

艇

及

び

上

陸

部

隊

等

に

対

し

、

相

手

の

脅

威

圏

外

か

ら

対

処

す

る

た

め

の

反

撃

力

の

一

部

と

し

て

位

置

付

け

ら

れ

て

い

ま

す

。

相

手

の

脅

威

圏

外

か

ら

早

期

か

つ

遠

方

で

侵

攻

部

隊

等

を

排

除

す

る

と

い

う

考

え

方

は

理

論

上

当

然

と

も

言

え

ま

す

が

、

専

守

防

衛

政

策

を

基

本

と

す

る

我

が

国

に

お

い

て

は

、

長

距

離

攻

撃

能

力

の

保

有

を

自

制

し

、

こ

れ

ま

で

は

米

軍

の

役

割

と

整

理

し

て

き

ま

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

近

年

の

北

朝

鮮

の

ミ

サ

イ

ル

の

長

距

離

化

・

高

性

能

化

、

中

国

の

軍

事

的

拡

張

、

そ

し

て

ロ

シ

ア

の

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

攻

な

ど

の

世

界

情

勢

の

大

き

な

変

化

を

受

け

、

我

が

国

も

こ

れ

ら

の

脅

威

に

適

切

に

対

応

す

る

た

め

の

反

撃

能

力

の

必

要

性

が

認

識

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

一

環

と

し

て

、

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

が

整

備

さ

れ

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た

。

具

体

的

に

は

、

国

産

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

・

ミ

サ

イ

ル

の

取

得

、

外

国

製

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

・

ミ

サ

イ

ル

の

導

入

、

そ

し

て

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

の

実

効

性

確

保

の

た

め

に

必

要

な

目

標

情

報

の

収

集

を

行

う

衛

星

コ

ン

ス

テ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

構

築

な

ど

の

取

組

な

ど

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

国

内

開

発

で

は

、

①

12

式

地

対

艦

誘

導

弾

能

力

向

上

型

：

従

来

は

対

艦

用

で

あ

っ

た

誘

導

弾

の

射

程

を

延

伸

し

、

艦

載

型

・

空

中

発

射

型

・

地

上

発

射

型

に

対

応

、

②

島

嶼

防

衛

用

高

速

滑

空

弾

：

高

速

か

つ

変

則

的

な

軌

道

で

迎

撃

が

困

難

で

、

遠

距

離

か

ら

攻

撃

可

能

な

装

備

、

③

極

超

音

速

誘

導

弾

：

極

超

音

速

で

飛

翔

す

る

突

破

力

を

有

す

る

次

世

代

誘

導

弾

へ

の

取

組

な

ど

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

海

外

装

備

の

導

入

と

し

て

、

①

イ

ー

ジ

ス

艦

に

搭

載

さ

れ

る

ト

マ

ホ

ー

ク

巡

航

ミ

サ

イ

ル

、

②

Ｆ

３

５

Ａ

に

搭

載

さ

れ

る

Ｊ

Ｓ

Ｍ

（J
o
i
n
t

S
t
r
i
k
e

M
i

s
s
i
l
e

）

、

③

Ｆ

１

５

能

力

向

上

機

に

搭

載

さ

れ

る

Ｊ

Ａ

Ｓ

Ｓ

Ｍ

（J
o
i
n
t

A
i
r

-

t
o

-

S
u
r
f
a
c
e

S
t
a
n
d

-

O
f

f
M
i
s
s
i
l
e

）

な

ど

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

を

活

用

し

た

反

撃

能

力

を

真

に

発

揮

す

る

た

め

に

は

、

単

に

長

距

離

の

誘

導

弾

を

保

有

す

る

こ

と

だ

け

で

は

不

十

分

で

す

。

（

移

動

）

目

標

情

報

の

収

集

・

識

別

機

能

（

衛

星

コ

ン

ス

テ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

活

用

）

、

作

戦

計

画

の

立

案

機

能

、

指

揮

統

制

・

通

信

機

能

、

精

密

誘

導

機

能

、

成

果

判

定

に

基

づ

く

再

攻

撃

判

断

機

能

、

そ

し

て

サ

イ

バ

ー

・

電

子

戦

機

能

と

と

も

に

継

続

的

な

戦

力

運

用

を

可

能

と

す

る

整

備

維

持

・

後

方

支

援

機

能

な

ど

の

一

連

の

総

合

的

な

体

制

の

確

立

が

必

要

と

さ

れ

ま

す

。

ま

た

、

こ

れ

ら

の

装

備

は

陸

上

自

衛

隊

、

海

上

自

衛

隊

、

航

空

自

衛

隊

が

保

有

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

が

、

運

用

に

際

し

て

は

陸

・

海

・

空

の

み

な

ら

ず

電

磁

波

、

サ

イ

バ

ー

、

宇

宙

と

い

っ

た

全

領

域

横

断

的

な

統

合

作

戦

能

力

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

そ

の

作

戦

運

用

の

中

核

を

担

う

の

が

、

本

年

３

月

に

発

足

し

た

統

合

作

戦

司

令

部

で

す

。

今

後

よ

り

一

層

複

雑

化

す

る

我

が

国

を

取

り

巻

く

安

全

保

障

環

境

に

お

い

て

、

我

が

国

は

同

盟

国

と

と

も

に

同

志

国

と

の

連

携

を

一

層

深

め

、

地

域

の

平

和

と

安

定

、

そ

し

て

抑

止

に

万

全

を

期

す

こ

と

が

求

め

ら

れ

ま

す

。

こ

の

た

め

に

も

防

衛

力

の

抜

本

的

強

化

に

当

た

っ

て

重

視

さ

れ

る

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

の

着

実

な

整

備

が

必

要

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

「

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

」

～

脅

威

圏

外

か

ら

対

処

す

る

能

力

～

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

森

川

龍

介

（

元

航

空

支

援

集

団

司

令

官

）

「

ス

タ

ン

ド

・

オ

フ

防

衛

能

力

」

～

脅

威

圏

外

か

ら

対

処

す

る

能

力

～

東

京

都

防

衛

協

会

常

任

理

事

森

川

龍

介

（

元

航

空

支

援

集

団

司

令

官

）

7

月

11

日

、

女

性

部

会

は

都

内

23

区

市

町

防

衛

協

会

に

属

す

る

代

表

を

招

集

し

理

事

会

（

臨

時

総

会

）

を

開

催

し

た

。

午

前

の

部

で

新

役

員

紹

介

、

午

後

の

部

は

11

月

開

催

予

定

の

東

北

研

修

予

告

と

松

島

基

地

勉

強

会

を

吉

田

理

事

長

講

師

で

実

施

し

、

14

時

か

ら

企

業

の

幹

部

教

育

で

使

用

す

る

手

法

で

総

勢

47

名

を

A

と

B

の

２

チ

ー

ム

に

分

け

、

ワ

ー

ク

ア

ウ

ト

を

実

施

し

た

。

「

現

状

分

析

」

「

問

題

点

」

「

解

決

策

」

等

の

順

で

吉

田

理

事

長

・

渡

邊

顧

問

が

両

チ

ー

ム

の

進

行

役

、

総

合

進

行

役

は

谷

口

相

談

役

が

担

任

し

、

最

後

に

両

チ

ー

ム

の

代

表

者

に

よ

る

結

果

発

表

が

行

わ

れ

、

「

高

齢

化

に

よ

る

会

員

減

少

」

「

PR

と

知

識

不

足

」

等

、

問

題

点

が

浮

き

彫

り

と

な

り

解

決

策

と

し

て

「

事

業

を

通

じ

会

員

増

勢

を

図

る

事

が

重

要

」

と

結

論

づ

け

ら

れ

た

。

山

田

東

京

都

副

会

長

、

山

口

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

会

長

、

山

田

青

年

部

長

等

に

も

応

援

参

加

し

て

頂

き

、

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

り

低

迷

し

て

い

た

活

動

を

一

挙

に

活

性

化

す

る

大

き

な

弾

み

と

な

っ

た

。

7

月

11

日

、

女

性

部

会

は

都

内

23

区

市

町

防

衛

協

会

に

属

す

る

代

表

を

招

集

し

理

事

会

（

臨

時

総

会

）

を

開

催

し

た

。

午

前

の

部

で

新

役

員

紹

介

、

午

後

の

部

は

11

月

開

催

予

定

の

東

北

研

修

予

告

と

松

島

基

地

勉

強

会

を

吉

田

理

事

長

講

師

で

実

施

し

、

14

時

か

ら

企

業

の

幹

部

教

育

で

使

用

す

る

手

法

で

総

勢

47

名

を

A

と

B

の

２

チ

ー

ム

に

分

け

、

ワ

ー

ク

ア

ウ

ト

を

実

施

し

た

。

「

現

状

分

析

」

「

問

題

点

」

「

解

決

策

」

等

の

順

で

吉

田

理

事

長

・

渡

邊

顧

問

が

両

チ

ー

ム

の

進

行

役

、

総

合

進

行

役

は

谷

口

相

談

役

が

担

任

し

、

最

後

に

両

チ

ー

ム

の

代

表

者

に

よ

る

結

果

発

表

が

行

わ

れ

、

「

高

齢

化

に

よ

る

会

員

減

少

」

「

PR

と

知

識

不

足

」

等

、

問

題

点

が

浮

き

彫

り

と

な

り

解

決

策

と

し

て

「

事

業

を

通

じ

会

員

増

勢

を

図

る

事

が

重

要

」

と

結

論

づ

け

ら

れ

た

。

山

田

東

京

都

副

会

長

、

山

口

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

会

長

、

山

田

青

年

部

長

等

に

も

応

援

参

加

し

て

頂

き

、

コ

ロ

ナ

禍

に

よ

り

低

迷

し

て

い

た

活

動

を

一

挙

に

活

性

化

す

る

大

き

な

弾

み

と

な

っ

た

。

新

体

制

で

勇

躍

前

進

！

新

体

制

で

勇

躍

前

進

！

東

京

都

防

衛

協

会

女

性

部

会

長

小

川

カ

ヅ

東

京

都

防

衛

協

会

女

性

部

会

長

小

川

カ

ヅ

東

京

都

防

衛

協

会

は

、

9

月

1

日

、

各

地

区

協

会

の

事

務

局

長

26

名

及

び

山

口

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

会

長

、

近

藤

渋

谷

区

会

長

、

、

山

田

西

東

京

市

会

長

、

古

賀

東

村

山

市

会

長

並

び

に

吉

田

東

京

都

理

事

長

、

谷

口

参

与

、

小

川

女

性

部

会

会

長

等

の

参

加

を

得

て

事

務

局

長

会

を

開

催

し

ま

し

た

。最

初

に

東

京

都

事

務

局

長

の

吉

野

よ

り

、

9

月

剹

12

月

に

計

画

し

て

い

る

部

隊

研

修

と

防

衛

講

演

会

の

予

定

等

連

絡

事

項

を

報

告

し

、

そ

の

後

、

何

件

か

の

質

問

が

あ

り

、

理

事

長

か

ら

詳

細

な

回

答

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

続

い

て

各

地

区

協

会

、

女

性

部

会

及

び

青

年

部

会

か

ら

、

具

体

的

に

ど

の

よ

う

な

活

動

を

し

て

い

る

か

、

ま

た

、

会

勢

拡

大

の

成

功

例

や

困

っ

た

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

発

表

を

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

活

動

に

も

各

地

区

防

衛

協

会

ご

と

に

特

色

が

あ

り

た

い

へ

ん

興

味

深

く

、

ま

た

、

会

勢

拡

大

に

関

す

る

困

っ

た

こ

と

に

つ

い

て

は

ど

こ

も

似

た

よ

う

な

も

の

で

あ

り

、

参

加

者

の

み

な

さ

ま

も

共

感

し

て

い

ま

し

た

。

会

勢

拡

大

の

成

功

例

に

つ

い

て

は

、

ど

れ

も

た

い

へ

ん

勉

強

に

な

る

も

の

ば

か

り

で

し

た

。

ど

の

方

も

問

題

意

識

を

た

い

へ

ん

強

く

持

っ

て

お

ら

れ

、

ど

う

に

か

し

て

そ

れ

ら

の

問

題

を

解

決

し

て

い

こ

う

と

い

う

積

極

的

な

姿

勢

に

、

と

て

も

心

を

動

か

さ

れ

ま

し

た

。

33

名

と

い

う

出

席

者

の

多

さ

か

ら

も

、

皆

様

の

意

気

込

み

が

伝

わ

っ

て

く

る

よ

う

で

し

た

。

会

議

終

了

後

は

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

特

別

会

員

で

も

あ

る

、

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

西

館

１

階

の

「

つ

だ

川

」

に

て

懇

親

会

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

こ

こ

で

は

、

さ

ら

な

る

活

発

な

意

見

交

換

が

あ

ち

こ

ち

の

テ

ー

ブ

ル

で

行

な

わ

れ

、

た

い

へ

ん

有

意

義

か

つ

良

い

雰

囲

気

の

中

で

閉

会

と

な

り

ま

し

た

。

東

京

都

事

務

局

長

吉

野

留

美

東

京

都

防

衛

協

会

は

、

9

月

1

日

、

各

地

区

協

会

の

事

務

局

長

26

名

及

び

山

口

あ

き

る

野

市

秋

川

地

区

会

長

、

近

藤

渋

谷

区

会

長

、

、

山

田

西

東

京

市

会

長

、

古

賀

東

村

山

市

会

長

並

び

に

吉

田

東

京

都

理

事

長

、

谷

口

参

与

、

小

川

女

性

部

会

会

長

等

の

参

加

を

得

て

事

務

局

長

会

を

開

催

し

ま

し

た

。最

初

に

東

京

都

事

務

局

長

の

吉

野

よ

り

、

9

月

剹

12

月

に

計

画

し

て

い

る

部

隊

研

修

と

防

衛

講

演

会

の

予

定

等

連

絡

事

項

を

報

告

し

、

そ

の

後

、

何

件

か

の

質

問

が

あ

り

、

理

事

長

か

ら

詳

細

な

回

答

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

続

い

て

各

地

区

協

会

、

女

性

部

会

及

び

青

年

部

会

か

ら

、

具

体

的

に

ど

の

よ

う

な

活

動

を

し

て

い

る

か

、

ま

た

、

会

勢

拡

大

の

成

功

例

や

困

っ

た

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

発

表

を

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

活

動

に

も

各

地

区

防

衛

協

会

ご

と

に

特

色

が

あ

り

た

い

へ

ん

興

味

深

く

、

ま

た

、

会

勢

拡

大

に

関

す

る

困

っ

た

こ

と

に

つ

い

て

は

ど

こ

も

似

た

よ

う

な

も

の

で

あ

り

、

参

加

者

の

み

な

さ

ま

も

共

感

し

て

い

ま

し

た

。

会

勢

拡

大

の

成

功

例

に

つ

い

て

は

、

ど

れ

も

た

い

へ

ん

勉

強

に

な

る

も

の

ば

か

り

で

し

た

。

ど

の

方

も

問

題

意

識

を

た

い

へ

ん

強

く

持

っ

て

お

ら

れ

、

ど

う

に

か

し

て

そ

れ

ら

の

問

題

を

解

決

し

て

い

こ

う

と

い

う

積

極

的

な

姿

勢

に

、

と

て

も

心

を

動

か

さ

れ

ま

し

た

。

33

名

と

い

う

出

席

者

の

多

さ

か

ら

も

、

皆

様

の

意

気

込

み

が

伝

わ

っ

て

く

る

よ

う

で

し

た

。

会

議

終

了

後

は

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

特

別

会

員

で

も

あ

る

、

グ

ラ

ン

ド

ヒ

ル

市

ヶ

谷

西

館

１

階

の

「

つ

だ

川

」

に

て

懇

親

会

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

こ

こ

で

は

、

さ

ら

な

る

活

発

な

意

見

交

換

が

あ

ち

こ

ち

の

テ

ー

ブ

ル

で

行

な

わ

れ

、

た

い

へ

ん

有

意

義

か

つ

良

い

雰

囲

気

の

中

で

閉

会

と

な

り

ま

し

た

。

東

京

都

事

務

局

長

吉

野

留

美

事事事事

務務務務

局局局局

長長長長

会会会会

開開開開

催催催催

✐

事事事事

務務務務

局局局局

長長長長

会会会会

開開開開

催催催催

✐

吉田理事長を囲んで検討するAチーム吉田理事長を囲んで検討するAチーム

Aチームの結果発表Aチームの結果発表Bチームの結果発表Bチームの結果発表

渡邊顧問とBチーム渡邊顧問とBチーム

防防防防衛衛衛衛ササササロロロロンンンン防防防防衛衛衛衛ササササロロロロンンンン

発表する野崎事務局長発表する野崎事務局長

発表する三柴事務局長発表する三柴事務局長



８

月

１

日

、

第

42

代

第

１

師

団

長

と

し

て

堺

一

夫

（

さ

か

い

か

ず

お

）

陸

将

が

陸

上

総

隊

司

令

部

幕

僚

長

か

ら

着

任

し

た

。

堺

師

団

長

は

練

馬

駐

屯

地

に

到

着

後

、

駐

屯

地

慰

霊

碑

及

び

頭

号

師

団

慰

霊

顕

彰

室

に

お

い

て

献

花

し

、

殉

職

隊

員

に

哀

悼

の

誠

を

捧

げ

た

。

そ

の

後

、

儀

仗

隊

に

よ

る

栄

誉

礼

を

受

け

、

厳

粛

な

雰

囲

気

の

な

か

着

任

行

事

が

執

り

行

わ

れ

た

。

着

任

式

は

Ｖ

Ｔ

Ｃ

（

テ

レ

ビ

会

議

）

形

式

で

実

施

さ

れ

、

堺

師

団

長

は

師

団

の

全

隊

員

に

向

け

て

訓

示

を

述

べ

た

。

師

団

長

は

冒

頭

「

近

年

の

安

全

保

障

環

境

の

変

化

は

著

し

く

、

戦

い

方

の

進

化

は

我

々

の

想

像

を

は

る

か

に

超

え

る

速

度

で

進

行

し

て

い

る

」

と

述

べ

、

時

代

に

即

し

た

柔

軟

な

対

応

の

必

要

性

に

言

及

し

、

そ

の

う

え

で

「

新

た

な

情

報

を

積

極

的

に

取

り

入

れ

、

最

新

技

術

を

活

用

し

、

常

に

運

用

を

見

直

し

な

が

ら

進

化

し

て

い

く

こ

と

が

、

任

務

達

成

の

鍵

で

あ

る

」

と

強

調

し

た

。

加

え

て

「

ど

れ

ほ

ど

装

備

や

技

術

が

進

歩

し

て

も

組

織

の

力

の

源

は

『

人

』

で

あ

る

」

と

い

う

考

え

を

示

し

「

人

を

大

切

に

す

る

こ

と

、

隊

員

と

そ

の

家

族

に

心

を

配

る

組

織

で

あ

り

続

け

る

こ

と

が

何

よ

り

も

重

要

で

あ

る

」

と

述

べ

た

。

さ

ら

に

「

人

も

組

織

も

、

経

験

だ

け

で

は

進

化

し

な

い

」

と

述

べ

「

各

人

が

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

具

体

的

な

目

標

を

掲

げ

『

一

生

懸

命

』

努

力

し

続

け

る

こ

と

が

、

自

ら

の

成

長

と

部

隊

の

力

に

つ

な

が

る

」

と

述

べ

、

全

隊

員

に

対

す

る

要

望

事

項

を

「

一

生

懸

命

」

と

し

た

。

ま

た

陸

上

作

戦

の

遂

行

に

は

「

国

民

の

理

解

と

信

頼

が

不

可

欠

」

と

し

、

各

駐

屯

地

の

方

針

に

基

づ

い

た

地

域

と

の

良

好

な

関

係

づ

く

り

に

も

引

き

続

き

努

め

て

い

く

よ

う

呼

び

か

け

た

。
最

後

に

堺

師

団

長

は

「

第

１

師

団

の

全

隊

員

と

と

も

に

『

任

務

完

遂

』

を

目

指

し

『

一

生

懸

命

』

精

進

し

て

い

く

」

と

力

強

く

誓

い

、

着

任

の

辞

と

し

た

。

堺

師

団

長

の

熱

意

と

覚

悟

に

満

ち

た

訓

示

を

受

け

、

師

団

の

隊

員

も

そ

の

想

い

を

真

摯

に

受

け

止

め

、

急

速

に

変

化

す

る

時

代

の

中

で

も

自

ら

の

使

命

の

重

さ

を

再

認

識

し

、

責

任

感

と

頭

号

師

団

の

誇

り

を

胸

に

、

一

人

ひ

と

り

が

「

一

生

懸

命

」

任

務

に

向

き

合

う

決

意

を

新

た

に

し

た

。

師

団

は

７

月

24

日

、

公

益

社

団

法

人

王

子

法

人

会

と

の

共

催

に

よ

り

、

北

と

ぴ

あ

「

さ

く

ら

ホ

ー

ル

」

に

お

い

て

、

第

４

回

王

子

コ

ン

サ

ー

ト

を

実

施

し

た

。

本

コ

ン

サ

ー

ト

は

募

集

対

象

者

を

は

じ

め

と

す

る

、

地

域

住

民

や

幅

広

い

年

齢

層

の

方

々

に

対

し

て

、

自

衛

隊

の

魅

力

を

伝

え

る

と

と

も

に

、

地

域

と

の

交

流

を

目

的

と

し

て

開

催

さ

れ

た

。コ

ン

サ

ー

ト

は

２

部

構

成

で

行

わ

れ

、

第

１

部

で

は

第

１

音

楽

隊

に

よ

る

単

独

演

奏

が

披

露

さ

れ

、

高

度

な

演

奏

技

術

と

多

彩

な

楽

曲

で

観

客

を

魅

了

し

た

。

幕

間

に

は

東

京

地

方

協

力

本

部

か

ら

自

衛

官

募

集

に

関

す

る

案

内

が

行

わ

れ

、

ま

た

会

場

入

口

で

は

装

備

品

展

示

や

広

報

写

真

展

も

同

時

に

実

施

さ

れ

来

場

者

に

対

し

て

自

衛

隊

の

活

動

へ

の

理

解

を

深

め

る

機

会

が

提

供

さ

れ

た

。

第

２

部

で

は

駿

河

台

中

学

校

・

高

等

学

校

及

び

サ

レ

ジ

ア

ン

国

際

学

園

中

学

校

・

高

等

学

校

の

吹

奏

楽

部

と

合

同

で

、

人

気

ア

ニ

メ

「

鬼

滅

の

刃

」

メ

ド

レ

ー

を

演

奏

し

、

若

者

を

中

心

に

会

場

の

ボ

ル

テ

ー

ジ

は

最

高

潮

に

達

し

た

。

演

奏

後

に

は

惜

し

み

な

い

拍

手

が

送

ら

れ

た

。

鳴

り

や

ま

ぬ

拍

手

に

応

え

、

出

演

者

全

員

に

よ

る

ア

ン

コ

ー

ル

演

奏

が

行

わ

れ

、

会

場

は

感

動

と

熱

気

に

包

ま

れ

た

ま

ま

閉

幕

と

な

っ

た

。

師

団

は

７

月

15

日

か

ら

29

日

ま

で

の

間

、

令

和

７

年

度

多

用

途

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

か

ら

の

機

関

銃

・

重

機

関

銃

射

撃

訓

練

（

ド

ア

ガ

ン

射

撃

訓

練

）

を

佐

多

射

撃

場

に

お

い

て

実

施

し

た

。

本

訓

練

は

第

１

飛

行

隊

長

を

担

任

官

と

し

て

、

師

団

各

普

通

科

連

隊

及

び

１

飛

か

ら

選

抜

さ

れ

た

射

手

に

対

し

、

パ

イ

ロ

ッ

ト

及

び

射

手

の

連

携

要

領

並

び

に

飛

行

要

領

に

関

す

る

練

度

の

向

上

、

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

か

ら

の

射

撃

練

度

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

行

わ

れ

た

。

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

の

ド

ア

部

に

設

置

さ

れ

た

機

関

銃

を

用

い

た

射

撃

は

、

風

圧

や

振

動

に

加

え

て

、

射

角

や

標

的

把

握

な

ど

、

高

度

な

技

量

が

求

め

ら

れ

る

射

撃

で

あ

る

。

訓

練

に

参

加

し

た

隊

員

は

「

機

体

の

動

き

に

合

わ

せ

な

が

ら

照

準

を

定

め

る

の

は

想

像

以

上

に

困

難

で

あ

り

、

自

分

の

技

能

の

課

題

も

明

確

に

な

っ

た

」

と

話

し

、

本

訓

練

の

成

果

と

練

度

向

上

へ

の

意

欲

が

う

か

が

え

た

。

首

都

防

衛

の

最

前

線

を

担

う

師

団

で

は

、

あ

ら

ゆ

る

事

態

に

即

応

で

き

る

能

力

を

養

う

た

め

、

今

後

も

実

践

的

な

訓

練

を

重

ね

て

い

く

。

第

１

師

団

司

令

部

広

報

班

８

月

１

日

、

第

42

代

第

１

師

団

長

と

し

て

堺

一

夫

（

さ

か

い

か

ず

お

）

陸

将

が

陸

上

総

隊

司

令

部

幕

僚

長

か

ら

着

任

し

た

。

堺

師

団

長

は

練

馬

駐

屯

地

に

到

着

後

、

駐

屯

地

慰

霊

碑

及

び

頭

号

師

団

慰

霊

顕

彰

室

に

お

い

て

献

花

し

、

殉

職

隊

員

に

哀

悼

の

誠

を

捧

げ

た

。

そ

の

後

、

儀

仗

隊

に

よ

る

栄

誉

礼

を

受

け

、

厳

粛

な

雰

囲

気

の

な

か

着

任

行

事

が

執

り

行

わ

れ

た

。

着

任

式

は

Ｖ

Ｔ

Ｃ

（

テ

レ

ビ

会

議

）

形

式

で

実

施

さ

れ

、

堺

師

団

長

は

師

団

の

全

隊

員

に

向

け

て

訓

示

を

述

べ

た

。

師

団

長

は

冒

頭

「

近

年

の

安

全

保

障

環

境

の

変

化

は

著

し

く

、

戦

い

方

の

進

化

は

我

々

の

想

像

を

は

る

か

に

超

え

る

速

度

で

進

行

し

て

い

る

」

と

述

べ

、

時

代

に

即

し

た

柔

軟

な

対

応

の

必

要

性

に

言

及

し

、

そ

の

う

え

で

「

新

た

な

情

報

を

積

極

的

に

取

り

入

れ

、

最

新

技

術

を

活

用

し

、

常

に

運

用

を

見

直

し

な

が

ら

進

化

し

て

い

く

こ

と

が

、

任

務

達

成

の

鍵

で

あ

る

」

と

強

調

し

た

。

加

え

て

「

ど

れ

ほ

ど

装

備

や

技

術

が

進

歩

し

て

も

組

織

の

力

の

源

は

『

人

』

で

あ

る

」

と

い

う

考

え

を

示

し

「

人

を

大

切

に

す

る

こ

と

、

隊

員

と

そ

の

家

族

に

心

を

配

る

組

織

で

あ

り

続

け

る

こ

と

が

何

よ

り

も

重

要

で

あ

る

」

と

述

べ

た

。

さ

ら

に

「

人

も

組

織

も

、

経

験

だ

け

で

は

進

化

し

な

い

」

と

述

べ

「

各

人

が

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

具

体

的

な

目

標

を

掲

げ

『

一

生

懸

命

』

努

力

し

続

け

る

こ

と

が

、

自

ら

の

成

長

と

部

隊

の

力

に

つ

な

が

る

」

と

述

べ

、

全

隊

員

に

対

す

る

要

望

事

項

を

「

一

生

懸

命

」

と

し

た

。

ま

た

陸

上

作

戦

の

遂

行

に

は

「

国

民

の

理

解

と

信

頼

が

不

可

欠

」

と

し

、

各

駐

屯

地

の

方

針

に

基

づ

い

た

地

域

と

の

良

好

な

関

係

づ

く

り

に

も

引

き

続

き

努

め

て

い

く

よ

う

呼

び

か

け

た

。
最

後

に

堺

師

団

長

は

「

第

１

師

団

の

全

隊

員

と

と

も

に

『

任

務

完

遂

』

を

目

指

し

『

一

生

懸

命

』

精

進

し

て

い

く

」

と

力

強

く

誓

い

、

着

任

の

辞

と

し

た

。

堺

師

団

長

の

熱

意

と

覚

悟

に

満

ち

た

訓

示

を

受

け

、

師

団

の

隊

員

も

そ

の

想

い

を

真

摯

に

受

け

止

め

、

急

速

に

変

化

す

る

時

代

の

中

で

も

自

ら

の

使

命

の

重

さ

を

再

認

識

し

、

責

任

感

と

頭

号

師

団

の

誇

り

を

胸

に

、

一

人

ひ

と

り

が

「

一

生

懸

命

」

任

務

に

向

き

合

う

決

意

を

新

た

に

し

た

。

師

団

は

７

月

24

日

、

公

益

社

団

法

人

王

子

法

人

会

と

の

共

催

に

よ

り

、

北

と

ぴ

あ

「

さ

く

ら

ホ

ー

ル

」

に

お

い

て

、

第

４

回

王

子

コ

ン

サ

ー

ト

を

実

施

し

た

。

本

コ

ン

サ

ー

ト

は

募

集

対

象

者

を

は

じ

め

と

す

る

、

地

域

住

民

や

幅

広

い

年

齢

層

の

方

々

に

対

し

て

、

自

衛

隊

の

魅

力

を

伝

え

る

と

と

も

に

、

地

域

と

の

交

流

を

目

的

と

し

て

開

催

さ

れ

た

。コ

ン

サ

ー

ト

は

２

部

構

成

で

行

わ

れ

、

第

１

部

で

は

第

１

音

楽

隊

に

よ

る

単

独

演

奏

が

披

露

さ

れ

、

高

度

な

演

奏

技

術

と

多

彩

な

楽

曲

で

観

客

を

魅

了

し

た

。

幕

間

に

は

東

京

地

方

協

力

本

部

か

ら

自

衛

官

募

集

に

関

す

る

案

内

が

行

わ

れ

、

ま

た

会

場

入

口

で

は

装

備

品

展

示

や

広

報

写

真

展

も

同

時

に

実

施

さ

れ

来

場

者

に

対

し

て

自

衛

隊

の

活

動

へ

の

理

解

を

深

め

る

機

会

が

提

供

さ

れ

た

。

第

２

部

で

は

駿

河

台

中

学

校

・

高

等

学

校

及

び

サ

レ

ジ

ア

ン

国

際

学

園

中

学

校

・

高

等

学

校

の

吹

奏

楽

部

と

合

同

で

、

人

気

ア

ニ

メ

「

鬼

滅

の

刃

」

メ

ド

レ

ー

を

演

奏

し

、

若

者

を

中

心

に

会

場

の

ボ

ル

テ

ー

ジ

は

最

高

潮

に

達

し

た

。

演

奏

後

に

は

惜

し

み

な

い

拍

手

が

送

ら

れ

た

。

鳴

り

や

ま

ぬ

拍

手

に

応

え

、

出

演

者

全

員

に

よ

る

ア

ン

コ

ー

ル

演

奏

が

行

わ

れ

、

会

場

は

感

動

と

熱

気

に

包

ま

れ

た

ま

ま

閉

幕

と

な

っ

た

。

師

団

は

７

月

15

日

か

ら

29

日

ま

で

の

間

、

令

和

７

年

度

多

用

途

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

か

ら

の

機

関

銃

・

重

機

関

銃

射

撃

訓

練

（

ド

ア

ガ

ン

射

撃

訓

練

）

を

佐

多

射

撃

場

に

お

い

て

実

施

し

た

。

本

訓

練

は

第

１

飛

行

隊

長

を

担

任

官

と

し

て

、

師

団

各

普

通

科

連

隊

及

び

１

飛

か

ら

選

抜

さ

れ

た

射

手

に

対

し

、

パ

イ

ロ

ッ

ト

及

び

射

手

の

連

携

要

領

並

び

に

飛

行

要

領

に

関

す

る

練

度

の

向

上

、

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

か

ら

の

射

撃

練

度

の

向

上

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

行

わ

れ

た

。

ヘ

リ

コ

プ

タ

ー

の

ド

ア

部

に

設

置

さ

れ

た

機

関

銃

を

用

い

た

射

撃

は

、

風

圧

や

振

動

に

加

え

て

、

射

角

や

標

的

把

握

な

ど

、

高

度

な

技

量

が

求

め

ら

れ

る

射

撃

で

あ

る

。

訓

練

に

参

加

し

た

隊

員

は

「

機

体

の

動

き

に

合

わ

せ

な

が

ら

照

準

を

定

め

る

の

は

想

像

以

上

に

困

難

で

あ

り

、

自

分

の

技

能

の

課

題

も

明

確

に

な

っ

た

」

と

話

し

、

本

訓

練

の

成

果

と

練

度

向

上

へ

の

意

欲

が

う

か

が

え

た

。

首

都

防

衛

の

最

前

線

を

担

う

師

団

で

は

、

あ

ら

ゆ

る

事

態

に

即

応

で

き

る

能

力

を

養

う

た

め

、

今

後

も

実

践

的

な

訓

練

を

重

ね

て

い

く

。

第

１

師

団

司

令

部

広

報

班

福

生

市

防

衛

協

会

は

、

わ

が

国

の

防

衛

に

つ

い

て

深

く

理

解

し

防

衛

の

意

義

、

役

割

に

つ

い

て

さ

ら

に

理

解

を

深

め

る

べ

く

研

修

等

の

事

業

を

行

っ

て

い

ま

す

。

昨

年

度

は

横

須

賀

軍

港

を

視

察

し

ま

し

た

。

海

上

自

衛

隊

の

潜

水

艦

や

護

衛

艦

、

米

海

軍

の

イ

ー

ジ

ス

艦

、

空

母

、

南

極

観

測

艦

、

潜

水

艦

な

ど

を

実

際

に

見

る

こ

と

で

防

衛

意

識

を

高

め

る

と

共

に

、

自

衛

隊

に

対

す

る

支

援

・

協

力

へ

の

意

識

を

新

た

に

い

た

し

ま

し

た

。

い

ま

国

際

社

会

は

近

年

大

き

く

緊

張

感

が

増

し

、

新

た

な

危

機

の

時

代

を

迎

え

て

い

ま

す

。

北

朝

鮮

に

よ

る

核

・

ミ

サ

イ

ル

開

発

や

挑

発

行

為

、

中

国

の

海

空

域

に

お

け

る

活

動

の

活

発

化

、

一

方

的

な

現

状

変

更

、

さ

ら

に

は

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

へ

の

侵

略

行

為

は

、

人

権

を

無

視

し

た

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

行

為

で

す

。

私

ど

も

の

福

生

市

は

、

米

軍

と

航

空

自

衛

隊

を

擁

す

る

横

田

基

地

を

抱

え

る

自

治

体

で

も

あ

り

ま

す

。

世

界

が

大

き

く

揺

れ

動

く

中

に

お

い

て

も

、

物

事

の

皮

相

に

と

ら

わ

れ

る

こ

と

な

く

真

実

を

見

極

め

、

会

員

同

士

で

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

と

り

な

が

ら

、

防

衛

の

意

義

・

役

割

等

、

理

解

を

深

め

て

参

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

（

事

務

局

長

佐

藤

弘

治

）

7

月

13

日

、

三

鷹

市

防

衛

協

会

は

第

22

回

定

時

総

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

会

に

は

三

鷹

市

の

河

村

孝

市

長

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

吉

田

浩

介

理

事

長

、

山

田

忠

良

青

年

部

長

を

は

じ

め

、

近

隣

の

防

衛

協

会

か

ら

も

ご

臨

席

い

た

だ

き

ま

し

た

。

全

議

案

可

決

後

に

は

来

賓

の

方

々

か

ら

の

挨

拶

を

頂

戴

し

、

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

西

東

京

地

域

事

務

所

々

長

か

ら

の

防

衛

講

話

を

実

施

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

三

鷹

市

防

衛

協

会

の

昨

今

の

課

題

と

し

て

個

人

会

員

の

減

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

に

対

し

て

、

法

人

・

団

体

会

員

へ

切

り

替

え

て

く

だ

さ

る

方

の

増

加

は

順

調

で

、

年

会

費

が

高

い

こ

と

に

よ

り

総

計

で

は

会

費

収

入

増

に

つ

な

が

っ

て

い

ま

す

。

今

後

も

会

員

数

増

強

と

個

人

会

員

か

ら

法

人

・

団

体

会

員

へ

の

切

り

替

え

の

お

願

い

を

し

、

よ

り

強

靭

な

会

に

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

の

他

の

会

務

と

し

て

は

、

コ

ロ

ナ

以

降

に

再

開

し

た

イ

ベ

ン

ト

へ

の

出

展

は

順

調

に

で

き

て

い

ま

す

が

、

こ

こ

数

年

視

察

会

の

開

催

が

で

き

て

い

な

い

の

は

大

き

な

課

題

で

あ

り

、

実

現

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

今

後

も

東

京

都

や

他

市

区

の

防

衛

協

会

、

ま

た

西

東

京

地

域

事

務

所

の

力

を

お

借

り

し

な

が

ら

会

員

皆

様

の

た

め

の

会

務

に

邁

進

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

（

事

務

局

長

渥

美

典

尚

）

福

生

市

防

衛

協

会

は

、

わ

が

国

の

防

衛

に

つ

い

て

深

く

理

解

し

防

衛

の

意

義

、

役

割

に

つ

い

て

さ

ら

に

理

解

を

深

め

る

べ

く

研

修

等

の

事

業

を

行

っ

て

い

ま

す

。

昨

年

度

は

横

須

賀

軍

港

を

視

察

し

ま

し

た

。

海

上

自

衛

隊

の

潜

水

艦

や

護

衛

艦

、

米

海

軍

の

イ

ー

ジ

ス

艦

、

空

母

、

南

極

観

測

艦

、

潜

水

艦

な

ど

を

実

際

に

見

る

こ

と

で

防

衛

意

識

を

高

め

る

と

共

に

、

自

衛

隊

に

対

す

る

支

援

・

協

力

へ

の

意

識

を

新

た

に

い

た

し

ま

し

た

。

い

ま

国

際

社

会

は

近

年

大

き

く

緊

張

感

が

増

し

、

新

た

な

危

機

の

時

代

を

迎

え

て

い

ま

す

。

北

朝

鮮

に

よ

る

核

・

ミ

サ

イ

ル

開

発

や

挑

発

行

為

、

中

国

の

海

空

域

に

お

け

る

活

動

の

活

発

化

、

一

方

的

な

現

状

変

更

、

さ

ら

に

は

ロ

シ

ア

に

よ

る

ウ

ク

ラ

イ

ナ

へ

の

侵

略

行

為

は

、

人

権

を

無

視

し

た

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

行

為

で

す

。

私

ど

も

の

福

生

市

は

、

米

軍

と

航

空

自

衛

隊

を

擁

す

る

横

田

基

地

を

抱

え

る

自

治

体

で

も

あ

り

ま

す

。

世

界

が

大

き

く

揺

れ

動

く

中

に

お

い

て

も

、

物

事

の

皮

相

に

と

ら

わ

れ

る

こ

と

な

く

真

実

を

見

極

め

、

会

員

同

士

で

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

と

り

な

が

ら

、

防

衛

の

意

義

・

役

割

等

、

理

解

を

深

め

て

参

り

た

い

と

思

い

ま

す

。

（

事

務

局

長

佐

藤

弘

治

）

7

月

13

日

、

三

鷹

市

防

衛

協

会

は

第

22

回

定

時

総

会

を

開

催

し

ま

し

た

。

会

に

は

三

鷹

市

の

河

村

孝

市

長

、

東

京

都

防

衛

協

会

の

吉

田

浩

介

理

事

長

、

山

田

忠

良

青

年

部

長

を

は

じ

め

、

近

隣

の

防

衛

協

会

か

ら

も

ご

臨

席

い

た

だ

き

ま

し

た

。

全

議

案

可

決

後

に

は

来

賓

の

方

々

か

ら

の

挨

拶

を

頂

戴

し

、

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

西

東

京

地

域

事

務

所

々

長

か

ら

の

防

衛

講

話

を

実

施

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

三

鷹

市

防

衛

協

会

の

昨

今

の

課

題

と

し

て

個

人

会

員

の

減

が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

に

対

し

て

、

法

人

・

団

体

会

員

へ

切

り

替

え

て

く

だ

さ

る

方

の

増

加

は

順

調

で

、

年

会

費

が

高

い

こ

と

に

よ

り

総

計

で

は

会

費

収

入

増

に

つ

な

が

っ

て

い

ま

す

。

今

後

も

会

員

数

増

強

と

個

人

会

員

か

ら

法

人

・

団

体

会

員

へ

の

切

り

替

え

の

お

願

い

を

し

、

よ

り

強

靭

な

会

に

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

そ

の

他

の

会

務

と

し

て

は

、

コ

ロ

ナ

以

降

に

再

開

し

た

イ

ベ

ン

ト

へ

の

出

展

は

順

調

に

で

き

て

い

ま

す

が

、

こ

こ

数

年

視

察

会

の

開

催

が

で

き

て

い

な

い

の

は

大

き

な

課

題

で

あ

り

、

実

現

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

今

後

も

東

京

都

や

他

市

区

の

防

衛

協

会

、

ま

た

西

東

京

地

域

事

務

所

の

力

を

お

借

り

し

な

が

ら

会

員

皆

様

の

た

め

の

会

務

に

邁

進

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

（

事

務

局

長

渥

美

典

尚

）

地地地地区区区区協協協協会会会会ココココーーーーナナナナーーーー地地地地区区区区協協協協会会会会ココココーーーーナナナナーーーー

福

生

市

福

生

市

三

鷹

市

三

鷹

市

横須賀基地で研修する会員横須賀基地で研修する会員

総会で挨拶する金井会長総会で挨拶する金井会長

私たちの誇り私たちの誇り 第1師団第1師団
「

一

生

懸

命

」

を

要

望

事

項

に

組

織

と

隊

員

の

進

化

を

強

調

「

一

生

懸

命

」

を

要

望

事

項

に

組

織

と

隊

員

の

進

化

を

強

調

堺堺堺堺

陸陸陸陸

将将将将

がががが

第第第第

４４４４

２２２２

代代代代

師師師師

団団団団

長長長長

にににに

着着着着

任任任任

堺堺堺堺

陸陸陸陸

将将将将

がががが

第第第第

４４４４

２２２２

代代代代

師師師師

団団団団

長長長長

にににに

着着着着

任任任任

巡閲を行い第１師団の威容を

確認する堺陸将

巡閲を行い第１師団の威容を

確認する堺陸将

地地地地

域域域域

とととと

とととと

もももも

にににに

奏奏奏奏

でででで

るるるる

ハハハハ

ーーーー

モモモモ

ニニニニ

ーーーー

第第第第

４４４４

回回回回

王王王王

子子子子

ココココ

ンンンン

ササササ

ーーーー

トトトト

をををを

開開開開

催催催催

地地地地

域域域域

とととと

とととと

もももも

にににに

奏奏奏奏

でででで

るるるる

ハハハハ

ーーーー

モモモモ

ニニニニ

ーーーー

第第第第

４４４４

回回回回

王王王王

子子子子

ココココ

ンンンン

ササササ

ーーーー

トトトト

をををを

開開開開

催催催催

１音と地元中・高校生との

合同演奏

１音と地元中・高校生との

合同演奏

（（（（

注注注注

））））

前前前前

第第第第

１１１１

師師師師

団団団団

長長長長

・・・・

鳥鳥鳥鳥

海海海海

陸陸陸陸

将将将将

はははは

８８８８

月月月月

１１１１

日日日日

付付付付

でででで

西西西西

部部部部

方方方方

面面面面

総総総総

監監監監

にににに

転転転転

出出出出

ささささ

れれれれ

まままま

しししし

たたたた

。。。。

（（（（

注注注注

））））

前前前前

第第第第

１１１１

師師師師

団団団団

長長長長

・・・・

鳥鳥鳥鳥

海海海海

陸陸陸陸

将将将将

はははは

８８８８

月月月月

１１１１

日日日日

付付付付

でででで

西西西西

部部部部

方方方方

面面面面

総総総総

監監監監

にににに

転転転転

出出出出

ささささ

れれれれ

まままま

しししし

たたたた

。。。。

佐佐佐佐

多多多多

対対対対

空空空空

射射射射

撃撃撃撃

場場場場

にににに

てててて

ドドドド

アアアア

ガガガガ

ンンンン

射射射射

撃撃撃撃

佐佐佐佐

多多多多

対対対対

空空空空

射射射射

撃撃撃撃

場場場場

にににに

てててて

ドドドド

アアアア

ガガガガ

ンンンン

射射射射

撃撃撃撃

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

大

田

出

張

所

（

所

長

高

橋

２

海

尉

）

は

、

令

和

７

年

８

月

３

日

（

日

）

大

田

区

の

Ｊ

Ｒ

蒲

田

駅

東

口

ぽ

ぷ

ら

ー

ど

に

お

い

て

開

催

さ

れ

た

「

２

０

２

５

大

蒲

田

祭

こ

ど

も

ま

つ

り

」

に

参

加

し

た

。

当

日

は

、

第

１

普

通

科

連

隊

第

１

中

隊

の

支

援

を

受

け

、

軽

装

甲

機

動

車

の

展

示

や

来

場

者

へ

ア

ン

ケ

ー

ト

を

依

頼

し

、

回

答

し

て

い

た

だ

い

た

方

に

自

衛

隊

グ

ッ

ズ

の

配

布

を

行

っ

た

。

来

場

者

か

ら

は

、

「

自

衛

隊

の

活

動

を

身

近

に

体

験

す

る

こ

と

が

で

き

、

有

意

義

で

あ

っ

た

。

」

、

「

自

衛

隊

に

対

す

る

関

心

が

高

ま

っ

た

。

」

、

「

自

衛

隊

を

職

業

の

一

つ

と

し

て

具

体

的

に

認

識

す

る

契

機

と

な

っ

た

。

」

な

ど

の

感

想

が

寄

せ

ら

れ

、

自

衛

隊

へ

の

関

心

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

た

。

ま

た

、

大

田

区

自

衛

隊

家

族

会

、

募

集

相

談

員

連

絡

協

議

会

大

田

支

部

及

び

大

田

出

張

所

協

力

会

の

方

々

の

支

援

を

い

た

だ

き

、

協

力

団

体

と

一

体

と

な

っ

た

イ

ベ

ン

ト

と

し

て

成

果

の

あ

る

も

の

と

な

っ

た

。

大

田

出

張

所

は

、

今

後

も

地

域

に

密

着

し

た

広

報

活

動

を

実

施

す

る

と

と

も

に

、

関

係

部

隊

、

協

力

団

体

等

と

の

連

携

を

密

に

し

て

、

一

人

で

も

多

く

の

方

に

自

衛

隊

の

魅

力

を

知

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

広

報

活

動

に

邁

進

し

て

い

く

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

立

川

出

張

所

（

所

長

星

２

陸

尉

）

は

７

月

30

日

、

イ

オ

ン

モ

ー

ル

む

さ

し

村

山

セ

ン

タ

ー

コ

ー

ト

に

お

い

て

、

海

上

自

衛

隊

東

京

音

楽

隊

の

支

援

を

受

け

て

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

及

び

広

報

活

動

を

実

施

し

た

。今

回

の

イ

ベ

ン

ト

は

、

陸

上

幕

僚

監

部

か

ら

の

イ

オ

ン

株

式

会

社

へ

の

働

き

か

け

が

き

っ

か

け

と

な

り

、

実

現

し

た

も

の

で

あ

る

。

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

は

、

14

時

、

15

時

30

分

、

17

時

か

ら

の

計

３

回

実

施

さ

れ

、

会

場

準

備

の

合

間

に

も

、

「

ど

ん

な

曲

が

聞

け

る

の

？

」

等

、

店

舗

内

を

行

き

交

う

人

た

ち

か

ら

関

心

が

寄

せ

ら

れ

た

。

開

始

時

刻

に

な

る

と

、

大

型

モ

ニ

タ

ー

に

は

、

迫

力

あ

る

海

上

自

衛

隊

の

艦

艇

の

姿

が

映

し

出

さ

れ

、

会

場

中

央

の

ド

ラ

ム

が

カ

ウ

ン

ト

を

取

り

始

め

る

と

聴

衆

の

目

と

耳

を

釘

付

け

に

し

た

。

司

会

の

隊

員

に

よ

る

魅

力

を

引

き

立

て

る

よ

う

な

曲

の

紹

介

と

、

振

り

付

け

を

し

な

が

ら

の

演

奏

に

な

る

と

自

然

と

手

拍

子

が

広

が

っ

た

。

ま

た

、

今

回

の

メ

ン

バ

ー

の

中

に

武

蔵

村

山

市

出

身

者

が

い

る

こ

と

を

紹

介

す

る

と

、

会

場

は

大

き

な

拍

手

に

包

ま

れ

た

。

演

奏

の

ほ

か

に

も

、

演

奏

服

の

体

験

試

着

コ

ー

ナ

ー

や

記

念

撮

影

、

自

衛

隊

職

種

紹

介

を

パ

ネ

ル

に

よ

り

効

果

的

に

展

示

し

来

場

者

の

目

を

楽

し

ま

せ

た

。

パ

ネ

ル

を

指

さ

し

な

が

ら

「

こ

れ

、

テ

レ

ビ

で

見

た

こ

と

あ

る

！

」

「

自

衛

隊

の

仕

事

に

よ

り

興

味

が

持

て

た

！

」

等

至

る

所

で

声

が

上

が

っ

た

。

ま

た

、

チ

ャ

レ

ン

ジ

ク

イ

ズ

と

し

て

、

パ

ネ

ル

の

中

に

ち

り

ば

め

ら

れ

て

い

る

キ

ー

ワ

ー

ド

を

繋

げ

て

一

つ

の

言

葉

を

当

て

る

ク

イ

ズ

に

も

、

子

供

か

ら

大

人

ま

で

が

数

多

く

参

加

し

た

。

平

日

に

も

関

わ

ら

ず

、

自

衛

官

募

集

相

談

員

の

方

々

に

も

広

報

官

と

と

も

に

、

一

般

者

目

線

で

自

衛

隊

の

広

報

活

動

を

支

援

い

た

だ

い

た

。

立

川

出

張

所

は

、

様

々

な

場

面

で

の

き

っ

か

け

を

大

切

に

実

現

へ

と

繋

げ

、

部

隊

等

と

も

連

携

を

取

り

な

が

ら

、

地

域

の

方

々

と

の

交

流

を

大

切

に

し

、

来

場

者

に

「

自

衛

官

と

出

会

え

て

良

か

っ

た

」

「

楽

し

か

っ

た

」

と

記

憶

・

心

に

残

る

触

れ

合

い

を

通

じ

、

自

衛

隊

の

魅

力

発

信

と

と

も

に

募

集

業

務

に

邁

進

し

て

い

く

。

東

京

地

本

渉

外

広

報

班

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

大

田

出

張

所

（

所

長

高

橋

２

海

尉

）

は

、

令

和

７

年

８

月

３

日

（

日

）

大

田

区

の

Ｊ

Ｒ

蒲

田

駅

東

口

ぽ

ぷ

ら

ー

ど

に

お

い

て

開

催

さ

れ

た

「

２

０

２

５

大

蒲

田

祭

こ

ど

も

ま

つ

り

」

に

参

加

し

た

。

当

日

は

、

第

１

普

通

科

連

隊

第

１

中

隊

の

支

援

を

受

け

、

軽

装

甲

機

動

車

の

展

示

や

来

場

者

へ

ア

ン

ケ

ー

ト

を

依

頼

し

、

回

答

し

て

い

た

だ

い

た

方

に

自

衛

隊

グ

ッ

ズ

の

配

布

を

行

っ

た

。

来

場

者

か

ら

は

、

「

自

衛

隊

の

活

動

を

身

近

に

体

験

す

る

こ

と

が

で

き

、

有

意

義

で

あ

っ

た

。

」

、

「

自

衛

隊

に

対

す

る

関

心

が

高

ま

っ

た

。

」

、

「

自

衛

隊

を

職

業

の

一

つ

と

し

て

具

体

的

に

認

識

す

る

契

機

と

な

っ

た

。

」

な

ど

の

感

想

が

寄

せ

ら

れ

、

自

衛

隊

へ

の

関

心

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

た

。

ま

た

、

大

田

区

自

衛

隊

家

族

会

、

募

集

相

談

員

連

絡

協

議

会

大

田

支

部

及

び

大

田

出

張

所

協

力

会

の

方

々

の

支

援

を

い

た

だ

き

、

協

力

団

体

と

一

体

と

な

っ

た

イ

ベ

ン

ト

と

し

て

成

果

の

あ

る

も

の

と

な

っ

た

。

大

田

出

張

所

は

、

今

後

も

地

域

に

密

着

し

た

広

報

活

動

を

実

施

す

る

と

と

も

に

、

関

係

部

隊

、

協

力

団

体

等

と

の

連

携

を

密

に

し

て

、

一

人

で

も

多

く

の

方

に

自

衛

隊

の

魅

力

を

知

っ

て

い

た

だ

け

る

よ

う

広

報

活

動

に

邁

進

し

て

い

く

。

自

衛

隊

東

京

地

方

協

力

本

部

立

川

出

張

所

（

所

長

星

２

陸

尉

）

は

７

月

30

日

、

イ

オ

ン

モ

ー

ル

む

さ

し

村

山

セ

ン

タ

ー

コ

ー

ト

に

お

い

て

、

海

上

自

衛

隊

東

京

音

楽

隊

の

支

援

を

受

け

て

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

及

び

広

報

活

動

を

実

施

し

た

。今

回

の

イ

ベ

ン

ト

は

、

陸

上

幕

僚

監

部

か

ら

の

イ

オ

ン

株

式

会

社

へ

の

働

き

か

け

が

き

っ

か

け

と

な

り

、

実

現

し

た

も

の

で

あ

る

。

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

は

、

14

時

、

15

時

30

分

、

17

時

か

ら

の

計

３

回

実

施

さ

れ

、

会

場

準

備

の

合

間

に

も

、

「

ど

ん

な

曲

が

聞

け

る

の

？

」

等

、

店

舗

内

を

行

き

交

う

人

た

ち

か

ら

関

心

が

寄

せ

ら

れ

た

。

開

始

時

刻

に

な

る

と

、

大

型

モ

ニ

タ

ー

に

は

、

迫

力

あ

る

海

上

自

衛

隊

の

艦

艇

の

姿

が

映

し

出

さ

れ

、

会

場

中

央

の

ド

ラ

ム

が

カ

ウ

ン

ト

を

取

り

始

め

る

と

聴

衆

の

目

と

耳

を

釘

付

け

に

し

た

。

司

会

の

隊

員

に

よ

る

魅

力

を

引

き

立

て

る

よ

う

な

曲

の

紹

介

と

、

振

り

付

け

を

し

な

が

ら

の

演

奏

に

な

る

と

自

然

と

手

拍

子

が

広

が

っ

た

。

ま

た

、

今

回

の

メ

ン

バ

ー

の

中

に

武

蔵

村

山

市

出

身

者

が

い

る

こ

と

を

紹

介

す

る

と

、

会

場

は

大

き

な

拍

手

に

包

ま

れ

た

。

演

奏

の

ほ

か

に

も

、

演

奏

服

の

体

験

試

着

コ

ー

ナ

ー

や

記

念

撮

影

、

自

衛

隊

職

種

紹

介

を

パ

ネ

ル

に

よ

り

効

果

的

に

展

示

し

来

場

者

の

目

を

楽

し

ま

せ

た

。

パ

ネ

ル

を

指

さ

し

な

が

ら

「

こ

れ

、

テ

レ

ビ

で

見

た

こ

と

あ

る

！

」

「

自

衛

隊

の

仕

事

に

よ

り

興

味

が

持

て

た

！

」

等

至

る

所

で

声

が

上

が

っ

た

。

ま

た

、

チ

ャ

レ

ン

ジ

ク

イ

ズ

と

し

て

、

パ

ネ

ル

の

中

に

ち

り

ば

め

ら

れ

て

い

る

キ

ー

ワ

ー

ド

を

繋

げ

て

一

つ

の

言

葉

を

当

て

る

ク

イ

ズ

に

も

、

子

供

か

ら

大

人

ま

で

が

数

多

く

参

加

し

た

。

平

日

に

も

関

わ

ら

ず

、

自

衛

官

募

集

相

談

員

の

方

々

に

も

広

報

官

と

と

も

に

、

一

般

者

目

線

で

自

衛

隊

の

広

報

活

動

を

支

援

い

た

だ

い

た

。

立

川

出

張

所

は

、

様

々

な

場

面

で

の

き

っ

か

け

を

大

切

に

実

現

へ

と

繋

げ

、

部

隊

等

と

も

連

携

を

取

り

な

が

ら

、

地

域

の

方

々

と

の

交

流

を

大

切

に

し

、

来

場

者

に

「

自

衛

官

と

出

会

え

て

良

か

っ

た

」

「

楽

し

か

っ

た

」

と

記

憶

・

心

に

残

る

触

れ

合

い

を

通

じ

、

自

衛

隊

の

魅

力

発

信

と

と

も

に

募

集

業

務

に

邁

進

し

て

い

く

。

東

京

地

本

渉

外

広

報

班

８

月

１

日

付

で

、

鹿

子

島

洋

陸

将

補

が

、

東

京

地

方

協

力

本

部

長

に

着

任

さ

れ

ま

し

た

。

前

職

は

第

３

施

設

団

長

兼

南

恵

庭

駐

屯

地

司

令

で

す

。

前

本

部

長

の

横

田

紀

子

陸

将

補

は

同

じ

く

８

月

１

日

付

で

第

２

特

科

団

長

（

九

州

湯

布

院

駐

屯

地

）

に

転

出

さ

れ

ま

し

た

。

８

月

１

日

付

で

、

鹿

子

島

洋

陸

将

補

が

、

東

京

地

方

協

力

本

部

長

に

着

任

さ

れ

ま

し

た

。

前

職

は

第

３

施

設

団

長

兼

南

恵

庭

駐

屯

地

司

令

で

す

。

前

本

部

長

の

横

田

紀

子

陸

将

補

は

同

じ

く

８

月

１

日

付

で

第

２

特

科

団

長

（

九

州

湯

布

院

駐

屯

地

）

に

転

出

さ

れ

ま

し

た

。

東東東東

京京京京

地地地地

方方方方

協協協協

力力力力

本本本本

部部部部

長長長長

がががが

交交交交

代代代代

東東東東

京京京京

地地地地

方方方方

協協協協

力力力力

本本本本

部部部部

長長長長

がががが

交交交交

代代代代

東京地本東京地本

２

０

２

５

大

蒲

田

祭

こ

ど

も

ま

つ

り

に

参

加２

０

２

５

大

蒲

田

祭

こ

ど

も

ま

つ

り

に

参

加

夏夏夏夏
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ママママ
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イイイイ

オオオオ

ンンンン

モモモモ

ーーーー

ルルルル

むむむむ

ささささ

しししし

村村村村

山山山山

でででで

ミミミミ

ニニニニ

ココココ

ンンンン

ササササ

ーーーー

トトトト夏夏夏夏

だだだだ

！！！！

ササササ

ママママ

キキキキ

ャャャャ

ンンンン

！！！！

イイイイ

オオオオ

ンンンン

モモモモ

ーーーー

ルルルル

むむむむ

ささささ

しししし

村村村村

山山山山

でででで

ミミミミ

ニニニニ

ココココ

ンンンン

ササササ

ーーーー

トトトト

地本コーナーに集まる子供たち地本コーナーに集まる子供たち

音楽に聞き入る市民音楽に聞き入る市民

洋上の的に向かい航空機から射撃洋上の的に向かい航空機から射撃


